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新年のご挨拶 

新年あけましておめでとうございます。 

この一年も聴覚障害者情報提供施設事業の実施に協力くださった皆さまに心より感謝申し上げます。 

昨年横浜ラポールは開所 30周年を迎え、9月に記念イベントとして「ラポールの日 2022」を参集で開催し

たことは 19９号でお知らせしました。また下段で報告しています通り、全国障害者スポーツ大会が、台風によ

る延期を含め実に 4年ぶりに開催されました。このように、人が集まる機会が徐々に戻ってきています。情提

事業のうち特に通訳者研修については、オンラインでの実施を中心に進めてきましたが、必要なものについて

は参集での実施を再開しています。コロナ禍において、オンラインという手段があったことに感謝しつつも、集

まり、直接顔を合わせて話すことの大事さに気づかされた 3年間でもありました。 

デフリンピック東京大会 2025の開催も決定し今年は関係するイベントも増えそうです。引き続き、利用者、

通訳者、職員の安全を第一とし、安心してサービスをご利用いただけるよう努めてまいります。情提事業に関し

お気づきのことがありましたら、いつでも遠慮なくお知らせください。皆さまにとって明るい一年となりますよ

う、今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

【参加報告】全国障害者スポーツ大会 

 

１０月２９日（土）～３１日（月）の３日間、第２２回全国障害者 

スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」が、栃木県内の各地で

開催されました。横浜市からは選手５５人、役員３２人の総勢８

７人が横浜市選手団として派遣されました。うち聴覚障害の選

手は陸上４人、フライングディスク２人、卓球１人でした。当施設

の職員１人と非常勤手話通訳者 1人も役員に加わり、陸上と卓

球の選手に同行し、コミュニケーション支援等を行ないました。 

横浜市選手団の競技成績は金メダル４３個、銀メダル２０個、

銅メダル１３個 の計７６個のメダルを獲得し、大会記録を１６件

更新するという好成績でした。聴覚障害の選手も全員がメダルを獲得し大活躍でした。現地のスタッフや

ボランティアのサポートを受けながら、各競技に参加し、日頃の練習の成果を十分に発揮することができました。 

来年は鹿児島県で開催されます。選手の皆さんが次の目標に向かって活躍されることを期待しています。 
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手話通訳者全体研修 
 

１０月２９日(土)に NHK 手話ニュースキャスターでもご活躍中の明晴学園の教頭、小野広祐先生をお招きし

「手話通訳のあり方」をテーマにお話しいただきました。講義はオンラインで行われ９９人の参加がありました。 

NMM（非手指要素）や CL（類別詞）の表現などの文法を理解することで通訳者が持つ日本手話の情報量が違

ってくること、ろう者は視覚をメインに情報を得ているため聞こえる人とは思考が違うこと、最後は通訳者に考

えてほしいことを派遣利用者として貴重なお話しをいただきました。 

参加者からは「まずはろう者の文化や思考の特徴を理解していないと、ちょっとした表現でもそれが誤訳に

繋がると感じる」「通訳前のコミュニケーション方法の確認は行っていますが、終了後の確認も工夫をしながら

行いたい」などの感想がありました。 

手話通訳者課題別研修 

【介護場面：事例検討】 11 月 19 日（土）、介護保険にかかる事例検討をテーマ

に、実施し８６人が参加しました。介護保険にかかる現場は医療場面に次いで、

ニーズが高まっている分野であり、今回はデイサービスと訪問介護の事例を討

議しました。『他者の意見を聞き、多様な視点を知る。自身の通訳としての行動

の根拠を明確にする。根拠と行動が一致するように考えていく。』という討議目的を説明し、グループに分かれ

ました。久しぶりの対面での開催であり、グループ内で活発な討議がなされました。参加者からは、「実際の現

場での経験に基づいた意見が聞けてとても参考になった」等の感想があり、実りのある研修会となりました。 
 

【実技：ブラッシュアップ研修】 前期（6月 1日、7月6日） 後期（10月26日、11月2日）オンラインで行い、

延べ 38 人が参加しました。數見陽子氏（NPO 法人手話教師センター）に講師をお願いし、前期は「コミュニ

ケーション力の向上」、後期は「医療現場でろう者に伝わる手話表現」を目的に指導していただきました。受講者

からは「伝えるではなく、伝わる」ことの大切さを改めて感じた。常に自己分析をし、通訳者としてスキルアップ

したい。」との感想がありました。手話での伝え方を見直す良い機会となりました。 
 

【実技：読み取り】 登録年数別に派遣場面に合う内容で実施し、延べ５４人が出席しました。6月25日には、登

録 3、4 年目を対象に、通訳者としての読みとり力アップを目指しました。手話語りを題材に、通訳者としての

日本語選択を考え繰り返し演習しました。11月5日は登録5年目以上で、効果的なフォローを考えることを目

的にしました。グループで実践し意見を出し合い、これまでの現場での振り返りと工夫などを共有しました。両

研修とも、今後の派遣現場に即つながる研修となりました。 
 

11 月・12 月要約筆記者現任研修 

11月は全国要約筆記問題研究会から小森講師をお招きしました。手書きでは「共有情報の活用」をテーマに

学び、資料等の視覚情報だけでなく既知情報や背景知識も踏まえて活用することや、難聴者がその場に参加す

るため、という視点が大切だということ改めて気づく研修となりました。 

パソコンでは「自己検証」をテーマに、自身の要約の傾向を見直し、話者の意図をつかんだ要約にするための

視点について学びました。参加者からは、話の要素と補完情報を意識しながら「聞く」ことが大切だという感想

が寄せられました。 

12月の手書き研修では、医療場面を中心に、個人のノートテイクについて、グループワークや事例検討を用

いた研修を行いました。パソコンでは福祉大会等の複雑な現場で、イレギュラーな出来事に臨機応変に対応で

きるよう模擬研修を行いました。 
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聴覚障害者対象の健康学習会を行いました 

11月 18日（金）に、ラポール上大岡と共催で令和４年度第２回聴覚障害者のための健康学習会を開催し、

『筋力低下を防ごう』をテーマに講座と軽運動を実施しました。ラポール上大岡の栄養士が筋力低下を防ぐため

の効果的な食事についての説明をし、次に指導員が筋力をつけるための筋トレのやり方を指導しました。普段

運動している方、いない方など、その方の状況に応じたトレーニング方法を指導していただきました。今回も筋

力向上に関する活発な質問が出てくるなど、とても盛り上がりました。 

次は『骨を強くしよう』がテーマです。2023年 1月 20日（金）に行います。申込は 12月 28日まで。参加

される方は汗をかくので、飲み物やタオルと動きやすい服装、着替えをご持参ください。 
 

「聞こえと補聴器」の講座に講師派遣しました 

11月 19日、講座「聞こえと補聴器」（横浜市障害者社会参加推進センター、横浜市中途失聴・難聴者協会、

横浜市健康福祉局主催）にて、福祉制度や聞こえの相談など当施設の役割についてお話ししてきました。 

要約筆記は病院の受診や趣味のサークル、お子さんの学校行事など生活のあらゆる場面で利用できること、

また音声認識アプリの情報提供も行いました。テレビドラマの影響か例年より関心が高い様子が伺えました。 

 

聴覚障害者向け 

ソフト制作担当職員研修会に参加しました 
11月 10日（木）と 11日（金）の２日間、今年度もオンラインでの開催となりました。 

１日目は、元全日本ろうあ連盟理事の小中栄一氏より、令和４年５月 25日に公布・施行された『障害者の情

報アクセシビリティ・コミュニケーション推進法』とＷｅ・Ｌｏｖｅ・コミュニケーション活動などの取り組みに関する

内容での講演、次に川崎市聴覚障害者情報文化センター職員によるＩＣＴ支援の活動報告、そのあとは各ブロッ

クにてグループワークを行いました。今後はデジタル支援という分野が広がり、情報に取り残される高齢者を

減らすことも情提の役割の一つと感じました。 

２日目は、「あらためて字幕制作について考える」をテーマに、聴力障害者情報文化センターの早川代志子氏

の講演、午後からは現場での情報を深めるために事前アンケートでそれぞれ希望する内容のグループに分か

れ、グループワークを行いました。映像制作の現場での照明の使い方やクロマキーを使う際の照明についてな

どをプロから学ぶことができました。法制度の変化や、それに伴う情提の在り方を考えさせられる研修となり

ました。 

全国ろうあ者相談員研修会に参加しました 
１１月 18 日(金)19 日（土）の２日間、第 3５回全国ろうあ者相談員研修会・第 2６回全国職業安定所手話協

力員等研修会兼ろうあ者労働問題フォーラムが大阪府にて 3年ぶりに参集で開催されました。 

初日は厚生労働省職業安定局障害者雇用対策課長小野寺徳子氏より「障害者雇用施策の充実強化につい

て」と題して今後の障害者雇用施策などについて報告がありました。続いて、大阪ろうあ会館労働グループ主

任山本朝子氏より「ワーク支援事業とチーム支援」と題して、大阪府独自の「ワークライフ支援事業」についての

報告がありました。２日目は、それぞれの分科会にてレポート報告と討議が行われました。参加者が一堂に会し

て新しい情報を学び、事例をもとに討議することができ、有意義な研修となりました。 

目で聴くテレビ １月１０日火曜日に放映されます！ 

前回８月に放映した『ご当地検定前編』につづき、来年１月に『ご当地検定後編』が放映されます。 

今回も五十嵐由美子氏と情提職員が出演し、横浜ならではの内容となっていますので、ぜひご覧ください。 
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（１２月末までの累計） 

 
Net１１９のシステムが変更になります 

 
現在聴覚、言語機能に障害がある方が利用中の「Net119緊急通報システム」は、令和５年３月３１日に、

システムが変更されます。 

令和５年３月 31日以降も引き続き利用するために、令和５年１月 16日以降(予定)、横浜市消防局の

ホームページから登録画面にアクセスして再登録をしていただく必要があります。 

登録済の方には、令和５年１月中旬に『再登録手順書』が郵送されますので再登録をしてください。

登録方法など、わからないことがあれば、消防局までお問い合わせください。 

（検索ワード 「文字等による１１９番通報 横浜市」） 

電話リレーサービスによる緊急通報、FAX１１９通報は今後も利用できます。 
 

横浜ラポールの相談員による登録・再登録のお手伝いを希望の方は、ご連絡ください。 

FAX ０４５－４７５－２０５９ メール rapport.soudan@yokohama-rf.jp 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月  

２ 手話ブラッシュアップ研修 

２ 出前講座（緑区手話サークル） 

５ 手話課題別研修 

６ 手話通訳養成Ⅲ実習（横聴協） 

８ 休館日・全館電気点検日 

９ 要約筆記者現任研修 

10～11 全聴情協メディア担当者研修会 

（オンライン） 

13 手話通訳養成Ⅲ実習（横聴協） 

15 出前講座（荏田民児協） 

16 市立ろう特別支援学校 学校運営協議会 

17 全聴情協理事会（大阪） 

18 聴覚障害者健康学習会（上大岡 2/3） 

 

 

18～19 全国ろうあ者相談員研修会（大阪） 

19 聞こえと補聴器講座 

19 手話課題別研修 

20 手話通訳養成Ⅲ実習（横聴協） 

22 関東ろうあ者相談員連絡会（オンライン） 

23 ヨコアリくんまつりブース出展 

24 全聴情協 ヒアリング対応 

26 講師派遣対応（聴障者を守る会） 

27 県ろうあ者大会（港南区公会堂） 

29 手話登録試験委員会（横聴協） 

 

 

 

 

 

 

12月  

３ 手話登録試験 

7 横須賀市立ろう学校中学部職場見学対応 

８ 消防局打合せ 

14 市業務監査 

14 要筆現任研修  

13 休館日・機器点検 

19 ラポール運営委員会 

19 浜の会茶話会 

（神奈川ろうヘルパー連絡会かもめの会） 

21 西区社会福祉協議会主催「手話入門講座」 

職員派遣 

23 手話講習会運営委員会（横聴協） 

28～1/4 ラポール休館 

29～1/3 情提休業

■通訳者の派遣・紹介人数 ■聴覚障害者の相談 

内 容 手話通訳 要約筆記 合 計 昨年同月 相談事業 実件数 対応数 

医療・保健 ３，６５４ ６０ ３，７１４ ４，２１２ 医 療 １４３ ２３８ 

司 法 ２２ ８ ３０ ４０ 職 業 ３７ ６３ 

教育・保育 ４９５ １６ ５１１ ３３２ 教 育 ０ ０ 

労働・雇用 ３９３ ２４ ４１７ ４０４ 住 宅 ２２ ５０ 

社会生活 ７１９ ２６ ７４５ １，２０５ 生 活 ２３０ ３４８ 

自己啓発 １５０ １３ １６３ ９３ 福 祉 ２０４ ３２７ 

福祉推進 ８２０ ７３１ １，５５１ １，１６７ 法 律 １３ ３７ 

介護保険 １，３０１ １ １，３０２ ２８２ 聞こえ ４９ ５０ 

他都市 ２６ ２ ２８ ４２ 合 計 ６９８ １，１１３ 

合 計 ７，５８６ ８８１ ８，４６１ ７，７７７ 昨年同月 ５３４ １，００９ 

昨年同月 ７，００６ ７７１ ７，７７７      

■通訳者の現任研修 ■映像・字幕制作 

手 話 回 数 ２１ 参加人数 ８４７ 
自主制作作品数 ５０ 

要約筆記 回 数 ２４ 参加人数 ４２１ 
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